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2．有畜営農試験地を中心として

小笠原

（山形県農試）

1．営靂試験地事業の発足とその社会的背景

営農試験地は昭和27年4月に全国134カ所に設置され

た．その日的は，試験研究と普及との結節点を吟味する

もので，技術の地域性を検討し，試験研究の成果を体系

化して，農家がとり入れ易い形において新技術（あとで

科学技術と訂正された）を普及事業に提供すると共に，

営農の実態に即して試験研究の問題点を把握することを

目的とする，というものであった．

当時の農業をとりまく社会的背景は，日本農業の戦後

の一特色として，農事に関する各種の研究会が組しきさ

れ－　積極的に新技術を学ぼうとする農民の数が増加し，

新技術に対する要望も日と共に高まり，また新しい技術

も続々と生み出された時代でもあった．当然，当時の普

及活動が，これらの研究グループを足場としてその効果

を納めたことも事実であった．しかし，従来農事に関す

る試験研究は，経営の主体である農家の営農条件から離

れた観念で考えられることが多かったため，農家にそれ

を導入しようとすれば，いろいろの障害があり，いわゆ

る試験研究と普及との結節点，いいかえれば，単独技術

を営農技術とするための吟味が緊急な必要事であった．

このような社会的背景において，この分野の役割を果す

ために数戸の農家の集団圃場を試験地とし，一般に実行

可能で普及につながる条件とを前掟として，営農を合理

的に変容させるに足る技術の体系化を行うことをねらい

として，この実現を営農試験地に托したものであった．

この意味において，営農試験地は時機を得た事業であっ

たといえるし，その果たした役割も少なくとも現在まで

は大きいもののあったことは是認されるべきであろう．

また，これと同時に試験研究のあり方について，従来の

観念とはちがった新な観点と内容の歩みをした．このこ

とは現在までの農業試験研究の上に多くの参考課題を提

供してきた成果も忘れてはならない．ともあれ，発足以

来，いろいろ運営の上での不合理を是正しながら歩んだ

過去10カ年の試験地の意義と役割は高く評価されるべき

であろう．

2．山形県高畠地区有畜営農一般酪農

試験地について

1・試験地設置地区の概要

高畠町を中心としたこの地区は，山形県の酪農では歴

史の最も古い地帯であり，また現在山形県の集団酪農地

帯でもある．この地区の乳牛飼養農家134戸について調

査した結果から酪農のタイプを分析してみると，①酪農

養蚕塑（40・8％）が最も多く，次いで，⑧養蚕酪農型（

28・1％），㊥酪農兼業型（21．5％），④酪農養蚕商品作

物塑（6．7％），㊥酪農専業型（2．9％）であった．

この地帯を一口にいってしまえば，山合いに出入した

山ろくの零細な田・畑複合地帯であって，畑は桑園が多

く・また果樹も植付けてあって年から年中忙しく働いて

いるにもかかわらず，比較的経済は豊かでない地帯とい

える．

この地区内では全農家の41％が乳牛を飼っており，飼

養牛150頭について調べた結果では，50％以上が登録牛

（高等・血統・普通）であった．牛の資質はこのように

商いが，産乳量は必らずしも高くなく，年間1頭当り15

石～20石のものが35・8％，20石～25石が25％，30石以上

は6・7％であった．即ち，この地区の酪農は濃厚飼料多

給型といえる．

飼料作物面掛ま乳牛1頭当り1．9反，農家1戸当りで

は3．2反である．

1頭当りの年間飼料給与量を濃厚飼料の占める割合で

みると，50％を濃厚飼料（T・D・N）で飼育している貴

家が56．6％，D．C．Pでは50～75％のものが50％をしめ

ている．

2．試験地の概要

以上のような地区条件を備えもつ農家を対象とし，酪

農改善を主軸として営農改善を計ることを目的として試

験地を設置したものである．

試験地の概要は次のとおりである．

担当農家はその経営規模の似通ったものが5戸，1戸

平均の耕地而軌ほ水田6・4反，普通畑4．1反，桑園4．1反，

果樹園1・9反，採草地1．0反　乳牛頭数1．8頭である．飼
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料生産は主として高木桑園の下作であり，自給飼料の利

用状況は5・6月及び11月の育刈エソバク，5・6月の

レープ，7月の青刈大豆（板刈桑園の間作）7～10月の

育刈デソト，11・12月のルタバ九　冬期のデソトコソサ

イレージで，飼料作物の主なものは青刈デソトである．

飼料作物の栽培はすべて人力作業で行っている．このほ

か蚕沙・馬鈴薯および南瓜などがその時期に若干利用さ

れるが，大部分は購入の濃厚飼料（配合飼料・フスマ）

に依存して行われている酪農である．年間の購入飼料費

は1戸平均77，000円，乳牛1頭当りでは42，800円見当で

ある．

3．試験地としてとり上げた課題とその主要対策

対 策

4．その他成果

（1）飼料自給度の向上と質的改善

農家ごとのラヂノクローバー繋牧地の造成面掛は次の

とおりである．

第1表．ラヂノクローバー畑の造成

平　　　均

3　3　　年　　　　29．8〃

22．0 21．20
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第2表．乳牛1頭飼料栽培面積の変化

注：乳牛頭数は成牛換算とした．

第3表．年次別飼料作物栽培面酷の変化
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第4表．飼　料　の　需　給　状　況
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第5表．乳代に占める飼料代の割合
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（2）家畜飼養の合理化

飼

面

第6表．1番農家の飼料関係表

注：飼料栽培面額の（）内数字はラヂノクローバー畑である．

（3）労働配分の合理化　　　　　　　　　　　　　　（4）養蚕飼育の合理化，桑園の整理

小型耕転機導入をフルに活用し効果をおさめた．
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第7蓑．桑　園　面　穀　の　変　化

年次 早番
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第8表．盃種掃立卵量の変化

1戸当り面培
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31．2

第9蓑．桑園10α当　り掃立卵量
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第10表．桑園10（Z　当　り収繭量

2

47．5吻
45．8

55．8

56．4

（5）対策技術の導入過程

A．比較的容易にとり入れられた技術

a　ラヂノクローバーを主体とした繋牧地の設置

b　優良飼料作物の導入

C　サイロの設置

d　小型耕転機の導入による労働の軽減

B．容易に農家にとり入れられなかった技術とその理

由

a　耕地の整理統合

b　老療桑園の整理並びに改植

C　稚蚕共同飼育及び条桑育一回転族の利用

3．今後の営農試験地のあり方

このようにして10年後の現在，営農試験地をとりまく

社会情勢は大きく変化してきた．農業機械の大型化・共

同および協業経営など，いわば農村をとりまく経営ムー

ドが大規模の方向になってきている．このような情勢の

中にあって，現在のような営農試験地の規模（予算的内

容も含めて）では，正直のところ存在のカゲが薄くなっ

3

31．5毎
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37．7
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33．的g
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17．8

5二い戸平均
29．0吻
30．1

40．4

58．7

37．7吻
34．8
39．8
44．3

てきていることを見逃すわけにはいかない．だからとい

って・営農試験地事業の評価が低下したというのではな

い・試験地事業の真実の評価は依然変りはないが，現下

のように大きい農政の動きを示している環境下において

は，タイミングバリューのアピールが低いというのであ

る・このことは試験地の存在意義がなくなったというの

ではない・営農試験地が，今後諸種の事情によって予算

的に規模の拡大ができぬとすれば，今後のあり方として

は現下の農政の動きと共にあって，今後営農改善上投資

されるであろうと想定される国家的経費と計画を最も合

理的に導くための基幹的役目を果していくようにしたら

どんなものであろうか．例えば，農業構造改善モデル町

村，または部落などの設計と相侠って，事業上考慮され

る諸要素を前提とした技術の体系化を計るための分野を

営農試験地が果していくということが具体的な内容とな

ろう．秋田県の高橋氏のいわれる移動分場という考え方

と，そのアイデアにおいては異なるものではない．以上

の構想は一つの試案である．
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